
令和４年（２０２２年） ７月号 和歌山市立宮小学校 

宮  通  信  

めざす児童像 

向上心をもってがんばる子  ・  心が豊かでやさしい子  ・  心身共に明るく健康でたくましい子  

梅雨の季節ですね。たまには「あめふりぼっこ」はいかがですか? 

朝から雨…そんな日の宮小学校の様子を紹介します。校門では色とりどりの傘の花。「校

長先生！水たまりの音聞かせてあげよか？と言いながら、長靴を履いて水たまりの上をぴ

ょんぴょん跳ねる２年生」「１年生の妹の手をしっかりと握り、自分の傘の中に入れてあげ

ながら登校するお兄ちゃん（でも妹は手に傘を持っています）」「傘をバ

トンのように持ち濡れながら全力疾走の６年生」。校内に入ると、「ロー

カが濡れているので、走らない！危な

いよ！」という先生の声。休み時間の教

室を覗いてみると、友達となぞなぞクイズや、色紙で

遊ぶ１年生。図書ボランティアの方々が雨のつぶや紫

陽花の掲示できれいに部屋を整えてくださっている図

書館を覗いてみると、子どもたちが自分の読みたい本

を静かに読んでいます。図書委員さんが考えてくれた

「本のおみくじ」も好評です。授業中、先生の板書を

ノートに写している高学年の教室はしんと静まり返

り、窓からは雨の音が聞こえます。下校の時間、校門

では、再び色とりどりの傘の花。家に帰って子どもた

ちはどんな風に雨の一日を締めくくるのでしょうか？     

しとしと雨の日、たまには子どもと一緒に「あめふりぼっこ」は、いかがですか？ 

あ め ふ り 

             あめひでき 

 

のはらに しとしと あめがふる 

「ひなたぼっこ」も いいけれど 

あめの つぶに つつまれる 

「あめふりぼっこ」も いいもんだ！ 

ぼくは げんきに ウォッシャー！ 

 

ぴちぴち・ぴっちん あめつぶ あつまれ！ 

くものうえから やってこい 

ざんざか おがわに はしってこい 

さかなの せびれを ひからせろ 

あめつぶ あふれて ウォッシャー！ 

 

「あめふりぼっこ」の かけごえは 

ヨッシャー！よりも ウォッシャー！ 

みんなで せーの ウォッシャー！ 

どこまで いこう？ ウォッシャー！ 

うみまでいこう ウォッシャー！ 

（『のはらうたⅣ』工藤直子 作） 



 


